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測定により、 210  秒オーダーの緩和時間を有する流動可能な本物理ゲル系にお
いて、その物理ゲル化点の決定に成功した。さらに、動的光散乱の系統的研究
では、散乱光強度の自己相関関数において、３つのモードが観測された。これ
らのモードに関して、レオロジー測定で得られた知見と関連づけ、物理ゲル化
の観点から解釈を与えた。 
５． 金属錯体形成により架橋されて形成する臨界物理ゲルの粘弾性を、現象論を用
いて解析し、最大緩和クラスターに関して、構成高分子数やその構造に関する
知見を得た。得られた結果を先行研究で解析された他の物理ゲル化系の結果と
比較し、高分子鎖の慣性半径や架橋形態の違いに由来するクラスター構造の差
異を明らかにした。 
以上、本論文は、物理ゲルのネットワーク構造とそのレオロジー的性質に関して、
多くの示唆を与えるものとして、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年
８月２８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表 
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
